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と  き    令和６年５月１１日（土） 

 

午前９時３０分～１１時 

 

ところ    クアーズテック秦野カルチャーホール  

（秦野市文化会館）大ホール 



 

定  期  総  会  次  第 

 

 

１  開会のことば 

 

２  令和６年度役員紹介 

 

３  会長あいさつ 

 

４  表彰状の贈呈  

 

５  来賓紹介 

 

６  議  事（議長団選出） 

 

(1) 議案第１号  令和５年度活動報告について 

 

(2) 議案第２号  令和５年度収支決算について 

 

（令和５年度会計監査報告について） 

 

(3) 議案第３号  令和６年度活動計画（案）について 

 

(4) 議案第４号  令和６年度収支予算（案）について  

 

７  閉会のことば 
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議案第1号 

令和５年度秦野市自治会連合会活動報告 

 

１ 秦野市自治会連合会（本部）の活動 

（１） 主な取組み 

① 自治会加入促進に向けた取組み 

＊「自治会に加入しよう」のチラシについて、戸籍住民課で転入者に配付し、宅地建

物取引業協会湘南中支部、市内不動産業者及び共同住宅管理者に対して、新入居

者への自治会加入チラシ配付等の協力を依頼した。 

＊気軽に加入申し込みができるように、市ホームページから電子申請で提出できる

よう環境を整備した。 

＊令和６年度から自治会交付金及び廃棄物減量等推進活動交付金の一本化や市から

依頼のある回覧物を月２回から月１回に削減するなど、市と協議し、自治会役員

の負担軽減を図った。また、担い手不足を解消するため、活動内容の見直し等に

ついて、単位自治会役員から随時、相談を受け付け、課題解決に向けて市と連携

した。 

 

② 自治会活動におけるデジタル化の推進 

＊市と連携協定を締結している小田急電鉄株式会社が開発し、秦野市自治会連合会

が実証実験に協力した自治会ＳＮＳ「いちのいち」について、各自治会での利用

を促進するため、公民館や自治会館で出前相談会を実施した。 

 登録自治会数 ２１９自治会／２３９自治会（令和６年３月末日時点） 

＊自治会各種役員等連絡届、自主防災会編成表、自治会交付金関連書類について、

電子申請やメールで提出できるよう環境を整備した（令和３年度から開始）。 

 

③ 行政との協働施策の検討・提言・実践 

＊行政と協働・連携して取り組む施策について、関係部署と企画会及び役員会で協議

した。 

 

④ 広報活動 

＊「自治連だより」  令和５年８月、令和６年３月の２回発行  

＊「自治連ニュース」 令和６年３月発行  

＊広報はだの 令和６年３月１日号「地域まちづくり特集号」発行  

 ＊「ＨＡＤＡＮＯ自治会通信」 令和５年１０月、１２月、令和６年１月の３回発行 

 

⑤ 市長と自治会連合会役員との懇談会 

＊令和５年１０月１９日（木）市長と自治会連合会役員による懇談会を開催し、「市

長のまちづくりへの思い」をテーマに懇談した。 

 

⑥ 各種審議会・委員会などへの参画 

＊市や社会福祉協議会が開催する審議会、協議会、実行委員会等の委員推薦依頼を

受け、各会議に出席した。 
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  ⑦ 視察研修の実施  

    視察先：静岡県掛川市倉
くら

真
み

地域生涯学習センター 

    日 時：令和６年１月１８日（木）  

自治会連合会役員１９名が参加し、様々な交流ができるにぎわい場の創出や、地域

活動の関係人口の拡大に向けた取組みを進めている倉真地区まちづくり協議会に、担

い手不足の解決に向けた取組みや、区長会（秦野市でいう自治会）とまちづくり協議

会とのつながり・連携についてお話を伺った。特に、ヒアリングや意見交換に重点を

置き、各地区の課題解決のヒントや、各地区まちづくり委員会の今後の活動の参考事

例となるものであった。 

    

  ⑧ 他市からの視察受け入れ 

    ３件を受入れ、意見交換等を行った。 

    【視察実施日】 

    令和５年１０月１８日（水）：埼玉県新座市 

                 ：自治会の電子回覧板導入等の取組みについて 

    令和６年 １月２６日（金）：海老名市 

                 ：自治会のＩＣＴ化の取組みについて 

         ２月１３日（火）：国民民主党京都府総支部連合会政策調査委員会 

                 ：自治会ＳＮＳ「いちのいち」の活用状況について 

 

（２）定期総会及び役員会等の開催状況 

① 定期総会 令和５年５月１３日(土)にクアーズテック秦野カルチャーホール（秦野

市文化会館）大ホールで開催した。 

 

② 地区正副会長会議 令和５年４月６日(木) 

 

  ③ 企画会、役員会 毎月１回開催（８月は除く） 

    市の各担当課からの事業説明や議題について、協議した。 

 

  ④ 広報編集委員会 令和５年６月１５日(木)、令和５年１２月２１日(木)   

  

２ 地区自治会連合会、単位自治会の活動 

（１）重点活動項目 

  ① 自主防災活動の推進 

   ＊自主的な防災訓練や備品等の確認をした。 

   ＊秦野市総合防災訓を実施した。 

 

  ② 防犯対策活動の推進 

＊防犯研修会、防犯キャンペーン等を通して、地域安全活動の推進及び防犯意識の

向上に努めた。 

   ＊警察、市、学校、関係機関と情報を共有し、各自治会と連携して対応した。 

 

（２）活動項目 

① 各種まちづくり活動の推進 
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＊地域住民が、秦野市社会福祉協議会、地区社会福祉協議会、地区まちづくり委員会

等と連携して、安全で安心して暮らせる地域づくりを目指した活動を推進した。 

＊秦野市総合計画はだの２０３０プランに位置づける地域まちづくり計画を推進する

ため、令和３年度に拡充された「地域まちづくり計画推進交付金」を活用して、各

地区の特色を生かしたまちづくり活動を進めた。 

 

② 生活環境の整備 

＊分別回収の徹底、資源の再利用、ごみの減量化に協力した。 

＊各種団体による集団資源回収に協力した。 

＊自治会ごとに美化清掃活動に取り組んだ。 

 

③ 交通安全対策活動の推進 

＊交通事故のない安全な地域づくりを目指して、交通安全教室等へ参加し、住民の交

通安全意識の高揚を図った。 

＊カーブミラーなどの交通安全施設の点検調査等身近な交通環境の整備に努めた。 

 

④ 青少年健全育成活動の推進 

＊青少年の健全育成・非行防止を推進するために、｢青少年あいさつ・声かけ運動｣

を積極的に展開した。 

 

⑤ 高齢者福祉活動の推進 

＊敬老会を実施した。 

＊秦野市敬老事業検討懇話会に出席し、敬老会開催方法及び敬老祝い品について協議

した。 

 

⑥ 日本赤十字社神奈川県支部秦野市地区及び秦野市社会福祉協議会との協働・協力活動 

＊日本赤十字社会員増強運動に協力した。 

＊秦野市社会福祉協議会の普通会員募集運動及び赤い羽根共同募金活動に協力した。 

 

３ 令和６年能登半島地震災害義援金について 

  令和６年１月１日に発生した能登半島地震に対し、一日も早い復興を支援するため、自

治会員の皆様を対象に義援金を募り、お預かりした義援金１２，９７５，７５９円は、日

本赤十字社神奈川県支部秦野市地区を通じて、被災された方々にお贈りした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       



収入の部 （単位：円）

予算額
(Ａ)

決算額
（Ｂ）

差引額
(Ｂ)－(Ａ)

摘   要

１ 1,829,000 1,829,000 　 0 市補助金

２ 40,000 40,000 　 0 ８地区自治会連合会分担金

３ 500,000 500,000 　 0 日赤秦野市地区募集協力事務費

４ 1,000 5 △ 995 預金利息

５ 99,336 99,336 　 0 前年度繰越金

2,469,336 2,468,341 △ 995

支出の部 　　　　 （単位：円）

１ 5,000 1,007 △ 3,993

１役員会費 5,000 1,007 △ 3,993 会議賄等

２ 1,284,000 1,390,231 　 106,231

１広報啓発費 110,000 111,320 　 1,320 自治連だより作成費

２
地区自治会
連合会補助 1,016,000 1,016,000 　 0

８地区自治会連合会補助
金

３表 彰 費 58,000 69,101 　 11,101 表彰者記念品等

４研修会費 100,000 193,810 　 93,810 視察費

３ 1,135,336 850,588 △ 284,748

１  賃  金 1,009,000 846,038 △ 162,962 臨時職員賃金

２ 旅  費 3,000 0 △ 3,000

３  事務費 103,336 4,550 △ 98,786 事務用消耗品等

４ 通信費 20,000 0 △ 20,000

４ 40,000 32,340 △ 7,660

１  交際費 40,000 32,340 △ 7,660 慶弔費等

５ 5,000 0 △ 5,000

１  予備費 5,000 0 △ 5,000

2,469,336 2,274,166 △ 195,170

円
円
円 （次年度へ繰越）

 市 補 助 金

収入済額
支出済額
収支差引残

2,468,341
2,274,166
194,175

差引額
(Ｂ)－(Ａ)目

予備費

令和５年度秦野市自治会連合会収支決算書

科　目

科       目
摘   要

項
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

 分　担　金

 繰　越　金

合    計

合  計

活動費

事務費

交際費

会議費

 諸　収　入

 雑　収　入

8
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議案第３号                               

  令和６年度秦野市自治会連合会活動計画（案） 

 

１ 活動目標・方針 

（１）目標 

『自治会、まちづくり委員会、地区社会福祉協議会との連携により、地域の自治力を高

めよう』 

 

（２）方針 

  ① 市民の誰もが安全で安心して明るく豊かな生活をおくることができるよう、秦野市

及び関係団体と連絡調整を密にし、地区自治会連合会や単位自治会活動の円滑な推

進に必要な情報の提供や啓発活動を実施する。 

② 市と協働して取り組む行政施策について検討するとともに、その結果を市に提言し、

施策の実践に協力する。 

③ 市及び関係団体と協働して行う各種まちづくり活動や市民活動に必要な情報の交換、

研修会、勉強会を実施する。また、地区自治会連合会及び単位自治会の運営に関す

る協力支援活動を実施する。 

④ 地域コミュニティ活動の継続及び活性化に必要な拠点づくりを、各地区の状況に合

わせ推進する。 

⑤ 自治会の活動内容のスリム化、負担軽減に向けた取組みを推進する。 

 

２ 活動計画 

（１）秦野市自治会連合会 

① 総会 

② 役員会 

③ 委員会（広報編集、渉外） 

④ 視察研修（視察先未定） 

   

（２）秦野市自治会連合会 

  ① 秦野市自治会連合会がさらに自主・自立した組織へと進展するための検討及び地域

コミュニティ活性化に向けた検討、市との協議 

  ② 各種まちづくり活動の推進 

  ③ 協働・連携して取り組む施策の検討・提言・実践 

  ④ 各種審議会・委員会等への自治会連合会役員の参画 

  ⑤ 情報交換及び発信  

「自治連だより」「自治連ニュース」「ＨＡＤＡＮＯ自治会通信」の発行 

  ⑥ 自治会加入促進運動の展開  

  ⑦ 自治会活動を円滑に推進するための研修会・勉強会の開催 

  ⑧ 地区及び単位自治会の支援活動 

  ⑨ 啓発活動（回覧、チラシ等） 

    ※組回覧は令和６年度より月１回（１５日分）のみに変更 

  ⑩ 自治会法人化の促進 
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（３）地区（地域）自治会連合会の活動 

  ① 地区及び単位自治会活動を推進するとともに、地域住民が、安全で安心して暮らせ

る地域づくりを目指した活動を、地区まちづくり委員会を中心として、秦野市社会

福祉協議会、地区社会福祉協議会等と連携して推進する。 

  ② 地域コミュニティ活動を秦野市自治会連合会と協働して推進し、地区におけるコミ

ュニティ組織の確立と活性化に向けた取組みを強化する。 

 

３ 活動の項目 

（１）自治会加入促進の取組み 

地域内の住民間の親睦や交流、地域福祉の増進や向上、地域コミュニティの活性化を

図り、自治会加入促進に取り組む。 

＊一軒一声掛け運動：組長、自治会長、一人一人が一軒一軒、加入の呼び掛けを実施す

る。 

＊集合住宅向け加入促進運動：未加入世帯の多いマンション管理組合に自治会加入を呼

び掛ける。 

 

（２）自主防災活動の推進  

＊自治会・自主防災会は「自分たちのまちは自分たちで守ろう」をスローガンに掲げ、

各種災害（特に地震）の被害を最小限に食い止めるため、市総合防災訓練への参加協

力を行うとともに、自主的に防災訓練や研修会等を積極的に開催する。 

＊市と協働して、防災関係施設及び防災関係資機材等の充実を図る。 

 

（３）避難行動要支援者対策の推進  

＊市と協働して、避難行動要支援者対策の整備に取り組む。 

 

（４）防犯対策活動の推進 

＊安心して暮らせる市民生活を実現するため、「秦野市安

全・安心まちづくり防犯活動推進条例」の趣旨による、防

犯研修会や防犯パトロール、駅頭防犯キャンペーン等のき

め細かな地域安全活動の推進に努めるとともに、地域住民の防犯意識の高揚を図る。 

＊電力事情のバランスを図り、夜間に門灯などを点灯し犯罪を抑制する「一軒一灯運

動」を展開する。 

 

（５）生活環境の整備 

＊分別回収の徹底に努め、資源の再利用・ごみの減量化を推進する。 

＊市内一斉美化清掃、里地里山保全再生活動などに積極的に取り組む。 

 

（６）高齢者等の地域福祉活動の推進 

＊地区社協などと連携して敬老会や交流会を開催するとともに、子育て支援や高齢者の

見守り活動等を推進する。 

 

（７）交通安全対策活動の推進 

＊通学路での児童や高齢者等の交通事故の減少に向けた運動に取り組む。 
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（８）青少年健全育成活動の推進 

＊地域での青少年の非行防止やレクリエーションを通じた健全育成など、青少年関係団

体等と連携して取り組む。 

 

（９）市政懇談会の開催 

＊地域が抱えている課題等について、市と意見交換をするための市政懇談会を各地区に

おいて開催する。 

 

（10）日本赤十字社神奈川県支部秦野市地区及び秦野市社会福祉協議会との協働 

＊日本赤十字社会員増強運動に協力する。 

＊秦野市社会福祉協議会の普通会員募集運動及び赤い羽根共同 

募金活動に協力する。 

 

 

４ 総会及び役員会等の開催 

  ＊総 会 令和６年５月１１日（土）クアーズテック秦野カルチャーホール大ホール 

  ＊役員会 毎月第３木曜日（８月は除く） 

  ＊広報編集委員会  

  ＊渉外委員会            

   

  ★令和７年度の総会について 

   令和６年７月から令和７年１０月（予定）まで、クアーズテック秦野カルチャーホ

ールの改修工事に伴い休館となるため、令和７年度総会の詳細については、決まり次

第、お知らせします。 

 

   

 



収入の部 （単位：円）

本年度予算額 前年度予算額

（Ａ） （Ｂ）

１ 1,029,000 1,829,000 △ 800,000

令和６年度より自治会連合
会事務補助員から市会計年
度任用職員（市予算）へ任
用替えした分の減額

２ 40,000 40,000 　 0 ８地区自治会連合会分担金

３ 500,000 500,000 　 0 日赤秦野地区募集協力事務費

４ 5 1,000 △ 995 預金利息

５ 194,175 99,336 　 94,839 前年度繰越金

1,763,180 2,469,336 △ 706,156

支出の部 　　　　 （単位：円）

本年度 前年度

予算額 予算額

１ 5,000 5,000 　 0

１役員会費 5,000 5,000 　 0 会議賄等

３ 1,583,000 1,284,000 　 299,000

１広報啓発費 120,000 110,000 　 10,000 自治連だより作成費

２
地区自治
会連合会
補助

1,016,000 1,016,000 　 0
８地区自治会連合会補
助金

３表 彰 費 103,000 58,000 　 45,000 永年在職者等表彰費

４研修会費 344,000 100,000 　 244,000

４ 130,180 1,135,336 △ 1,005,156

１  賃  金 0 1,009,000 △ 1,009,000

令和６年度より自治会連合
会事務補助員から市会計年
度任用職員（市予算）へ任
用替えした分の減額

２ 旅  費 3,000 3,000 　 0 役員等出張旅費

３ 事務費 107,180 103,336 　 3,844 役員用徽章、事務用消耗品等

４ 通信費 20,000 20,000 　 0 はがき・切手代等

５ 40,000 40,000 　 0

１ 交際費 40,000 40,000 　 0 慶弔費等

６ 5,000 5,000 　 0

１ 予備費 5,000 5,000 　 0

1,763,180 2,469,336 △ 706,156

令和６年度秦野市自治会連合会収支予算（案）

科      目
本年度と前年度
予算の比較

（Ａ）－（Ｂ）
摘      要

 市 補 助 金

 分　担　金

 諸　収　入

 雑　収　入

 繰　越　金

合    計

科       目 本年度と前年度
予算の比較

交際費

予備費

合  計

摘       要
項 目

会議費

活動費

事務費
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       秦野市自治会連合会規約 

 

（昭和４５年  ８月  １日施行） 

（名称及び事務所） 

第１条 この会は、秦野市自治会連合会（以下「連合会」という。）と称し、その事務

所を秦野市役所内に置く。 

(組織) 

第２条 連合会は、秦野市内の自治会長により組織する。 

(目的) 

第３条 連合会は、秦野市内の自治会が相互に連絡協調を保ち、市民の福祉の増進及

び自治会の健全な運営に努めるとともに、地域社会の向上を図るため、次に掲げる

事項を目的とする。 

(1)  自治会活動が、真に市民主体の活動として定着するよう啓発・普及活動を充実

していくこと。 

 (2)  連合会、地区自治会連合会及び単位自治会の３組織が連動した活動を展開する

よう、方向や手法などについて提案していくこと。 

 (3)  秦野市及び関係団体と協働して、各種のまちづくり活動及び市民活動を展開し

ていくこと。 

(活動内容) 

第４条 連合会は、前条の目的を達成するため、その活動内容を次のとおり定める。 

 (1)  協働して取り組む行政施策の検討、提言及び実践 

 (2)  単位自治会及び地区自治会連合会の運営に関する協力支援活動 

 (3)  自治会活動についての調査、広報（啓発・普及）及び研究活動 

 (4)  自治会の運営及び活動に関する勉強会（研修会）の開催 

 (5)  行政の補完活動（回覧、各種委員の推薦等） 

 (6)  情報交換 

 (7)  その他連合会の目的達成に必要な事項 

(役員) 

第５条 連合会に次の役員を置く。 

 (1)  会長  １名 

（2） 副会長 ７名 

（3） 会計  ２名 

（4） 書記  ２名 

（5） 監事   ２名 

（6） 理事   若干名 

(役員の選出) 

第６条 前条の役員の選出は、地区自治会連合会正・副会長の互選により選任し、総

会で報告する。 
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（役員の職務） 

第７条 会長は、連合会を代表し、会務を統括する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

３  会計は、連合会の会計を掌理する。 

４  書記は、会議録を作成するとともに、連合会の庶務を担当する。 

５ 監事は、会計を監査する。 

６ 理事は、連合会の活動の運営協議を行う。 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３  役員は、任期満了の後においても、後任者が着任するまではその職務を行うもの

とする。 

（会議） 

第９条 連合会の会議は、総会、役員会及び企画会とする。 

（総会) 

第１０条 総会は、会長が招集し、出席者の互選により選出された者が議長となる。 

２ 総会は、定期総会及び臨時総会とし、定期総会は５月に、臨時総会は随時開催す

る。 

３ 総会は、全自治会長の過半数の出席（委任状出席を含む。）がなければ開くことが

できない。 

４ 総会の議事は、出席者の過半数により決し、可否同数のときは、議長が決すると

ころによる。 

５ 臨時総会は、全自治会長の３分の１以上の要求があったときは、開催しなければ

ならない。 

６ 総会に付議する事項は、次のとおりとする。 

 (1)  活動報告及び決算に関すること。 

 (2)  活動計画及び予算に関すること。 

 (3)  規約の変更に関すること。 

(4)  その他会長が必要と認めた事項に関すること。 

（役員会） 

第１１条 役員会は、必要に応じ会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 役員会は、連合会の協議機関として、会長、副会長、会計、書記、監事及び理事

により構成する。 

３ 役員会に付議する事項は、次のとおりとする。 

 (1)  第４条の活動内容についての協議に関すること。 

 (2)  その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項に関すること。 

（企画会） 

第１２条 企画会は、必要に応じ会長が招集し、会長が議長となる。 

２  企画会は、各地区自治会連合会長により構成する。 
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３ 企画会に付議する事項は、第４条の活動内容及び前条の役員会に付議する事項に

ついての具体的な検討に関することとする。 

（専門委員会） 

第１３条 会長は、連合会の活動を円滑に進めるため、必要と認めるときは専門委員

会を設置することができる。 

２ 専門委員会の委員は、地区の会長が役員及びその他から選任する。 

３ 専門委員会の活動内容は、別に定める。 

（経費） 

第１４条 連合会の経費は、分担金、補助金、その他の収入をもって充てる。 

（会計年度） 

第１５条 連合会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 

（委任規定） 

第１６条 この規約に定めるもののほか、連合会の運営に必要な事項は、役員会で協

議する。 

附 則 

    （施行期日）   

１ この規約は、昭和４５年８月１日から施行する。 

２ この規約は、昭和４９年４月1日から施行する。 

３ この規約は、昭和５０年６月７日から施行する。 

４ この規約は、昭和５１年６月1日から施行する。 

５ この規約は、昭和５２年５月２１日から施行する。 

６ この規約は、平成５年５月２８日から施行する。 

７ この規約は、平成１８年５月２０日から施行する。 

８ この規約は、令和２年４月１３日から施行する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  民  憲  章 

わたくしたち秦野市民は、丹沢の美しい自然のもとで、このまちの限り

ない発展に願いをこめ、ここに市民憲章を定めます。 

 

１  平和を愛する市民のまち、それは私たちの誇りです。 

１  きれいな水とすがすがしい空気、それは私たちのいのちです。 

１  健康ではたらき若さあふれるまち、それは私たちのねがいです。 

１  市民のための豊かな文化、それは私たちののぞみです。 

１  みんなの発言で住みよいまちを、それは私たちのちかいです。 

 

この市民憲章は、私たち市民が、手を取り合い、明るく豊かな市民生活 

ができることを目標に、昭和４４年１０月１日に制定されました。 




